
山梨県農作業安全推進会議 

まずは家族で確認を 

畑に出かける前に  家族で農作業の安全について 
          日頃から話し合っている 

 一人に負担が集中しないよう 
             役割分担をしている 

 畑や農道の危険箇所の情報を 
             家族で共有している 

 作業場所や作業内容を 
           お互いに伝え合っている 

 家族の体力や体調に応じた 
          作業分担を考慮している 

 十分に睡眠や休息をとって 
      疲れを残さないようにしている 

 計画的な作業にこころがけ、 
  無理な計画にならないようにしている 

 機械に巻き込まれないよう 
       作業に適した服装をしている 

 緊急時の連絡に備えて 
           携帯電話を持っている 

危険箇所を把握して 
   事故防止対策の実施を 

 畑への移動で通行する農道などの 
         危険な場所を把握している 

 畑の凹凸、畦の崩落などは 
     常に確認し、すぐに補修している 

 畑の境界、接触しそうな枝や支柱に 
               目印を付けている 

畑で作業を始める前に 

 作業場所の周囲に人がいないか 
             安全確認を行っている 

 周辺の人が危険にさらされないよう 
         作業前に声かけをしている 

 高所など危険を伴う作業は 
          必ず複数人で行っている 

農業用機械の使用前に 

 日頃からブレーキや安全装置の 
         点検と動作確認をしている 

 燃料給油時や点検、補修時には 
        必ずエンジンを停止している 

 機械を始動・運転する際は 
         周囲の安全を確認している 

家族で一緒に、安全項目を確認することも重要です 

機械操作、作業上の注意点は裏面で確認 

農作業は、 
 焦らず、急がず、慎重に！ 

チェック○してみましょう 

 今、私たちにできる事故防止 

   「作業前、少しのゆとりで安全チェック！!」 



トラクター・農薬散布車 

高所作業台 

管理機（耕耘機） 

刈り払い機 

○凹凸や傾斜の場所では、転倒の恐 

 れがあるので使用しない。 

○作業台を上げたまま走行しない。 

○昇降時、移動時には、枝や支柱等 

   との接触、挟まれ事故に注意する。 

○安全靴、保護メガネなどを着用する。 

○刈刃のひび割れ等を点検し、 

      異常がある場合には交換する。  

○刈刃は確実に固定する。 

○飛散物保護カバーを装着する。 

○刈り草の巻き付き、詰まりを取り除 

 くときは、必ずエンジンを停止する。 

 後進する時はハンドルが持ち上がり 

やすく、転倒や背後の木や支柱と挟ま 

れる事故が多くなっています。 

 

○後進時は、回転を下げ、ハンドルを 

 しっかりと押さえ、周囲や後方の状 

 況に注意する。。 

○衝突や挟まれる恐れがあるので、 

 支柱、誘引ワイヤーなどとは、余裕 

 のある距離を保つ。 

○けん引時に、急旋回すると転倒する 

 恐れがあるので、速度を下げ、緩や 

 かなハンドル操作を行う。 
 

脚立での作業 

○安定した場所に設置し、必ず開脚 

    防止チェーンを掛けて使用する。 

○作業を安定した体勢で行うため、こ 

 まめに移動し、絶対に無理な体勢で 

 作業しない。 
 

農作業事故は、農業用機械の使用中、高所作業中に多く発生しています。 
機械操作の注意に加え、日頃から、 
ほ場の環境整備も心がけましょう！ 

○走行中にスピードを出しすぎない。 

○畦などへの乗り上げ、脱輪による 

  転倒、路肩からの転落に注意する。 

○走行時は左右ブレーキを連結する。 

○アタッチメントの下の作業では、 

 油圧をロックし、エンジンを停止する。 
 


